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一般質問

市
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意

識
を
高
め
、
社
会
全
体
で
備
え

る
「
防
災
意
識
社
会
」
へ
の
転

換
を
訴
え
る
。

問

�　

小
中
学
校
の
各
教
室
や

体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

状
況
と
今
後
の
展
望
は
。

答 

政
策
部
長

市
内
の
全
小
中
学
校
の
各
教

室
の
設
置
は
完
了
し
て
い
ま
す
。

体
育
館
に
つ
い
て
は
全
国
的
な

動
向
を
注
視
し
て
参
り
ま
す
。

問

�　

熱
中
症
対
策
に
効
果
的

な
「
冷
水
器
」
を
公
共
施

設
や
学
校
に
設
置
し
て
は
。

答 

政
策
部
長

学
校
で
は
水
筒
持
参
で
の
対

応
を
し
て
い
ま
す
が
、
冷
水
器

に
つ
い
て
も
十
分
検
討
し
て
参

り
ま
す
。

問

�　

地
区
防
災
計
画
制
度
に

対
す
る
市
の
認
識
と
普
及
・

啓
発
活
動
の
成
果
は
。

答 

政
策
部
長

　

地
区
防
災
計
画
は
、
住
民
主

体
の
取
り
組
み
強
化
に
よ
る
、

防
災
意
識
の
高
い
社
会
の
構
築

と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
て
お

り
、
自
主
防
災
組
織
の
果
た
す

役
割
は
重
要
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
と
の
連
携
の
中
で
、
内

容
等
を
工
夫
し
な
が
ら
、
皆
さ

ま
に
自
助
共
助
の
必
要
性
を
ご

理
解
頂
け
る
よ
う
努
め
て
参
り

ま
す
。

問

�　

災
害
時
に
自
主
防
災
組

織
を
適
切
に
指
導
し
、
率

先
し
て
行
動
で
き
る
人
材

育
成
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
強
化
は
。

答 

政
策
部
長

　

人
材
の
育
成
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
県
等
の
人

材
育
成
に
係
る
支
援
制
度
等
を

有
効
活
用
し
、
広
く
関
心
の
高

い
方
を
募
集
し
意
識
や
専
門
性

を
高
め
て
い
た
だ
く
な
ど
、
担

い
手
を
養
成
す
る
取
り
組
み
を

調
査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問

�　

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

の
認
識
と
策
定
予
定
は
。

答 

政
策
部
長

　

ど
の
よ
う
な
自
然
災
害
等
が

発
生
し
て
も
人
命
保
護
が
図
ら

れ
、
機
能
不
全
に
陥
ら
ず
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
と
と
も

に
、
迅
速
に
復
旧
で
き
る
「
強

さ
」と「
し
な
や
か
さ
」を
持
っ

た
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
の
計
画
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
既
に
防
災
・
減
災
に
関
す

る
計
画
は
策
定
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
必
要
性
を
見
極
め
て

い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

●�

登
下
校
時
の
見
守
り
強
化
に

つ
い
て

●�

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
の
導
入

に
つ
い
て

災
害
時
に
率
先
し
て
行
動
で
き
る

人
材
育
成
・
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
強
化
は
。

大槻　ゆり子  議員

防災意識を高め
る

「防災意識社会
」への

転換について

県
等
の
人
材
育
成
の
支
援
制
度
等
を
有
効
活
用
し
、

担
い
手
の
養
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

答

災害ボランティア活動の様子


